
 

平成２１年１１月 
県内公共図書館の振興のありかたについて 

岡山県図書館協会 
 
 公共図書館は近年、生涯学習の中核施設として、住民の求めに応えて多様な資料・情報を提供し、

仕事や生活を支え、地域に豊かさとうるおいを提供し、たくさんの地域住民に親しまれて、まちづく

りに役立つ存在にもなっています。人口 2,900 人の富山県舟橋村では、駅舎に併設した図書館を整備

し、専任の司書と職員を３名配置しています。その結果、人口一人当たり貸出冊数が４０冊以上とい

う全国有数の活動を続けています。他の村おこし事業との相乗効果で人口は１０年間で約 1,000 人増

加しています。また、県全体で図書館政策をすすめた滋賀県では、図書館の整備と正規の司書の配置

をすすめ、各市町村立図書館の活動は、いまや県人口一人当たりの貸出冊数では全国トップとなって

います。小さな自治体でも、大都市でなくても図書館振興は可能であることがわかります。 
岡山県内でも、図書館は活発に利用されており、県民の図書館に対する需要の大きさと図書館振興

への強い期待を示しています。赤磐市では中央図書館を新設し、専任職員の増員、資料費確保などを

おこない、平成２０年度の個人貸出冊数は、１．５倍に増加しました。 
一方、岡山県図書館協会が毎年まとめる『岡山県内公共図書館調査』で最近５年間の図書館運営の

変化を見ると、専任の司書数と資料費が減少しているという課題が見えてきました。 
 

１ 専任の司書を適正に配置し、継続的、組織的に育成し専門性の向上に努めてください。これには

長期で安定した雇用が必要です。 

図書館は住民の求める資料や情報を提供することを使命としています。この目的を達成するため、

図書館の専門職員である司書は、的確迅速に資料と住民を結びつける役割を果たしています。司書は

資料をよく知り、直接利用者の声を受けとめ、蔵書を魅力あるものにし、子どもたちに読書の楽しさ

を伝え、貸出しや予約、読書案内、レファレンス、他の図書館や類縁機関との協力・連携により確実

な資料･情報の提供を行います。こうした図書館サービスの中核を担う専門職員である司書の働きと専

門性の向上が、図書館振興をはかるためにはとりわけ重要です。そのためには長期にわたる継続的、

組織的な育成が必要であり、岡山県図書館協会としても重点的に取り組んでいるところです。図書館

サービスの内容に直結する司書の配置と育成にとって不安定な雇用形態は決して望ましいものとはい

えず、経費の効率化においてもこの観点を考慮に入れた慎重な取り組みが各自治体に求められるとこ

ろです。 
 

２ 市町村立図書館の運営経費（人件費、資料費等を含む図書館年間総経費）を十分確保するように

配慮してください。 

職員とともに資料費も、豊かな図書館サービスを提供するための最も重要な要素です。新鮮な資料

（資料費）がない図書館は住民に支持されません。 
 全国で優れたサービスを提供している図書館では、市町村の普通会計歳出総額のおおむね１％が図

書館総経費となっています。 
 
３ 市町村立図書館は自立して図書館発展に努めてください。県立図書館の働きは、その前提に立っ

たものであることに留意してください。 

岡山県全体の個人貸出冊数は、近年 1,000 万点を超えていますが、その９０％は市町村立図書館の

資料です。住民への直接的なサービスの責任を担っている市町村立図書館が充実し、活性化すること

が図書館サービスの発展には一番重要です。県立図書館の役割は市町村立図書館の活動がさらに活発

なものになるよう支援して、県内全域の図書館サービスの向上を図ることです。県立図書館に一方的

に依存する形で市町村立図書館の経費の削減をはかるといった考え方をとることのないように留意す

る必要があります。 
 
県内の公共図書館は、まだまだ発展の途上であり今後もより一層の充実が必要です。このことは、

長年に亘る継続的な専門職員の育成や図書館資料の充実によりはじめて可能になります。地域の多く

の人に親しまれ、活発に利用される図書館は地域の未来を創る大きな財産です。厳しい経済、財政状

況は続きますが、住民の求める図書館の充実発展のため、さらなるご理解をいただきたいと考えます。 



岡山県公共図書館の推移

県・市 町村 合計 市町 県立 合計

2000(H12) 19 26 45 146 37 183
2001(H13) 19 28 47 145 40 185
2002(H14) 19 29 48 144 37 181
2003(H15) 19 31 50 137 39 176
2004(H16) 42 17 59 139 40 179
2005(H17) 47 13 60 137 40 177
2006(H18) 49 11 60 134 40 174
2007(H19) 49 12 61 132 40 172
2008(H20) 49 12 61 130 41 171

市町 県立 合計 市町 県立 合計

2000(H12) 4,042 479 4,521 8,818 75 8,893 5.1
2001(H13) 4,317 513 4,830 8,865 80 8,945 5.1
2002(H14) 4,599 551 5,150 9,384 95 9,479 5.3
2003(H15) 4,837 628 5,465 10,039 109 10,148 5.5
2004(H16) 5,067 692 5,759 9,867 565 10,432 5.1
2005(H17) 5,232 764 5,996 9,687 1,074 10,761 5.0
2006(H18) 5,344 850 6,194 9,946 1,107 11,053 5.1
2007(H19) 5,508 817 6,325 10,036 1,204 11,240 5.2
2008(H20) 5,601 882 6,483 10,449 1,306 11,755 5.4

市町 県立 設置市町村人口

2000(H12) 473,500 47,639 272.7 1736631
2001(H13) 482,118 123,266 274.7 1755247
2002(H14) 485,262 126,394 274.7 1766737
2003(H15) 506,306 223,669 278.0 1821242
2004(H16) 452,037 219,457 234.0 1931540
2005(H17) 456,382 231,624 235.5 1937949
2006(H18) 432,331 231,624 223.5 1934680
2007(H19) 422,027 228,479 218.5 1931802
2008(H20) 410,601 217,291 213.0 1927667

【参考資料】

年度
館数 専任職員数

一人当貸出数
(県立を除く）

職員数（専任職員率）

327.1(55.9%)
335.8(55.1%)
326.4(55.5%)

457.5(37.6%)
465.5(36.7%)

貸出数　千冊

360.1(48.9%)
424.8(42.1%)
454.9(38.9%)

  『岡山県内公共図書館調査』（岡山県図書館協会まとめ）より

456.8(38.1%)

資料費（予算）　千円 人口一人当資
料費（県立を

除く）円
年度

年度
蔵書数 千冊
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